
たかさき女性元気サポート事業【高崎市】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 ７，０００ 千円

交付金額 ３，１５０ 千円

事業番号 １

本市の産業構造は、特定の産業に依拠せず幅広い業種及び商業を
中心した構成である。女性の就労状況・就業率は、有職率は高く、20
～30代では正規雇用の割合が高く、40～50代では非正規雇用の割
合が高い。また管理職比率は、全国平均と同程度の数値を示してい
る。昨今の雇用不安や、物価高騰により、女性が抱える様々な問題
に関し、女性就労支援機会の創出、男女共同参画セミナーの開催、
相談や啓発活動を行っている。

・「居場所」集会の開催：目標15回、結果：12回
利用人数としては80人前年とほぼ同数となった。居場所事業は

需要があるため、継続した支援が必要と評価する。
・関係機関への同行支援：目標20件、実績1件
行政手続きやハローワークへの就労支援に対する同行支援を

希望する相談者が少なかった。周知も含め対策を検討したい。

昨今の物価高騰による生活不安や、家族形態の変化等に伴い孤独
を抱える女性が、人と人とのつながりや地域とのつながりを回復でき
るよう、電話相談、女性用品の提供、「居場所」集会の開催、相談員
研修会を行った。本市を活動範囲として福祉事業活動を行っている、
高崎社会福祉協議会に業務委託を行ったことで、民間団体の知見や
能力を活用し、関係機関への同行支援など行政では難しい対応が可
能となった。

「不安を抱える女性への寄り添い相談支援事業」
（ぐんま・ほほえみネットワーク会議）

・経済的困窮状況：各福祉事務所と情報共有。
・学生や生徒の置かれている状況：教育委員会や私立学校と情報共有
・ DV被害や家庭状況：県女性相談センターや県男女共同参画センター
と情報共有。
・解雇や雇い止めと再就職支援：ハローワークやジョブカフェマザーズと
連携強化。

「電話・メール相談」が大きく増加となった。女性用品の配布も増加
に転じたことから、本事業を継続する意義があることが伺える。相
談員研修会では、本事業の構成員であるNPO法人それぞれが持つ
課題を共有することができ、解決の糸口を見出す事につながった。
来年度も引き続き、市と社会福祉協議会と連携し本事業継続するこ
とで、困難を抱える女性支援の推進に努めたい。

来年度は市や社会福祉協議会のホームページや広報誌だけでな
く、SNSを用いた周知、相談を行い、事業の周知強化に努めたい。
また、相談会場から地理的に遠い山間部等からも気軽に利用でき
るよう、新たな相談体制を構築したい。



事業の概要１

女性のためのつながりサポート相談は、
合計２１７名の利用があった。

女性用品（生理用品）の提供事業は、社会
福祉協議会本所及び各支所で配布を行い、
昼用・夜用のセットにチラシを付けたもの
を合計３６０名に提供した。



事業の概要２

居場所の提供事業は、１２回開催し、
合計８０名の利用があった。
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